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「訪問看護支援事業」の支援のあり方
について

平成２１年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

聖隷福祉事業団 理事
上野桂子



2

全国訪問看護事業協会における研究事業

平成２１年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
として、「訪問看護ステーションの基盤強化に関する
調査研究事業」を実施。

「訪問看護支援事業」の支援・評価とその普及のための
事業」（研究班長：川村佐和子氏 聖隷クリストファー大学大学院教授）

①厚労省「訪問看護支援事業」に参加する都道府県・
政令指定都市を支援

②訪問看護支援事業に関する事前調査（開始前）・中
間調査（２月末予定）を実施し、評価データを作成し、
厚労省検討会に提出予定
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『訪問看護ステーションの基盤強化に関する調査
研究事業』の支援体制

平成２１年度 平成２２年度～

①訪問看護支援事業に参加（又は参加を検討）し
ている自治体に向け、事業への参加をサポート
（説明会の開催や質問の受付等）

自治体の事業への
参加をサポート
（例）
・説明会の開催
・質問受付 等

参加自治体による
中間報告会を開催
予定

中間

報告会

事業に参加（参加を検討）

都道府県 政令市

22年度以降も支
援を継続予定

「訪問看護ステーションの基盤強化に関する調査研究事業」
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平成２１年度 平成２２年度～

②訪問看護支援事業に関する事前調査（開始前）
・中間調査（２月末予定）を実施し、評価データを
作成し、厚労省検討会に提出予定。

事前

調査

中間

調査

「訪問看護ステーションの基盤強化に関する調査研究事業」

訪問看護支援事業に係る検討会

参加自治体・
事業所

評価データを作成し、
厚労省検討会に提出
（予定）

事業の評価
を実施

『訪問看護ステーションの基盤強化に関する調査
研究事業』の支援体制



都道府県の「訪問看護支援事
業」担当者
（実施主体：最大23都道府県）

全国訪問看護事業協会

本事業研究者厚生労働省担当者

【相談フロー】

②相談受付

③回答内容の
検討、情報共有

④回答

①相談

【相談側】 【支援側】

『訪問看護ステーションの基盤強化に関する
調査研究事業』の支援概要
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１ 『訪問看護ステーションの基盤強化に関
する調査研究事業』での活動内容

１） 報告会等の開催（ ４月１１日 全社連研修センター ）

① 平成２０年度モデル事業報告会 参加者162名

② 意見交換会 参加者 ５０名

２） モデル事業概要版の作成・配布

・ 平成２０年度モデル事業報告会にて配布
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３） 「訪問看護支援事業」パンフレット作成・各
都道府県及びステーションへ配布

・ １００００部作成

・ 配布先

全国のステーション

連絡協議会

都道府県担当者等

都道府県看護協会

研修会等
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４） 訪問支援

① 支援ツール作成 参考資料①

② 訪問支援を行った県
滋賀県

・県庁にて事業説明及び質疑応答・訪問看護従事者確保に関する検討

部会参加

島根県

・第２回島根県訪問看護支援検討会に出席し、事業説明

鹿児島県

・「訪問看護支援事業」事前説明会に参加し、モデル事業の講演および

グループワークにて相談会

福井県

・福井県訪問看護ステーション連絡協議会定例会にて

川村佐和子教授が特別講演
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③訪問依頼のある県

・ 香川県・ 千葉県・ 北海道

・ 山形県（モデル事業の説明に来て欲しい）

・ 長野県（６/５の総会時に訪問予定）



５） 支援事業に係る委員会に委員として参加し
ている県
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・ 鹿児島県 訪問看護支援事業検討委員会に参加

川村佐和子氏（聖隷クリストファー大学大学院教授）

・ 茨城県 訪問看護推進協議会に参加

山田雅子氏（聖路加看護大学教授）

川上智美氏（茨城県保健福祉部長寿福祉課係長）

柏木聖代氏（筑波大学大学院講師）

村田昌子氏（茨城県看護協会会長）

・ 静岡県 上野桂子氏（聖隷福祉事業団理事）



６） 中間報告会（予定）

11

① 平成２２年２月２６日（金） 全社連研修センター

② 各都道府県の進捗報告

③ 相談会・グループワークを企画



７） 『訪問看護支援事業』の評価
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①評価票の作成（事前評価・中間評価・事後評価）

・ 評価の実施（事前） 参考資料

②聞き取り調査実施（ヒアリング調査）

③検討委員会（厚労省）へ資料として提出



８） 質問・問い合わせへの対応
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① 今回訪問看護支援事業を行う都道府県に対して積極的に、
支援内容を各都道府県の特徴・意向を踏まえた上で相談に乗
り具体的内容を提示する。

９） その他

② 支援（訪問・ＨＰ参照等）のインフォメーションを行った県

・ 京都府・ 和歌山県・ 奈良県・ 大分県・ 長崎県

・ 講師等の派遣を行った県

三重県

ケアマネジャー向けシンポジウムに講師紹介
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２. 訪問看護支援事業を推進するた
めの活動課題
・ 都道府県及び政令都市自体の取り組む姿勢に、ばらつきがあ

るので、それぞれの進行にあった支援が必要である

・ 『訪問看護支援事業』の更なる周知が必要

・ 訪問看護自体の知名度が低い

・ アンケート結果の訪問看護支援事業への活用方法のアドバイス

・ 初動スキーム構築への支援

・ 地域の看護協会やステーションに理解を求めるのが困難な場合、

ステーション連絡会や看護協会に出向いて支援するなど工夫する必要

がある

・ 事業終了後が難しい


